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本の古典文学の最高蜂として名高い「源氏物語
J
の梗概世の
ひとつに、「源氏小鏡」がある。
その「小鏡」の特色は、「源氏大
鋭」などと異なって一部の和歌のみを採ることと、「源氏物語」中の語句を連歌寄合として
所々に列挙することである。「小鏡」
の著者にも擬せられる二条良基は、
連歌において「源氏物語」を
誼視し．、「源氏寄合ハ第一事也」（九州問答）と断言している。「源氏物語」は、
連歌師にとって必読の書とされ
ていた
のである。
このようないきさつから寄合の詞を併せ持つ「小鏡」は、
速歌を
詠む際 手軽 ハンドブックとし
て利用されてき
た。
また、
連歌
師のみならず一般の人々にも、
長大な「源氏物栢」の内容を容易
に知り得る便利な書として広く銃み継がれたらしく、
近世に至る
と幾植かの版本が刊行されている。
その版本のうちの一本が、
岡
・山
大学附屈図甚館池田家文庫に収め
られている。
これは、
上・
中・下三巻三冊の須原屋版（刊行年未詳）で 伊井春樹氏の分類
は じ め に
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�99
によれば改訂本系小鏡にあたるものである。本栢では、
この池田
家文庫本を用いて、「源氏小鋭」の梗概の特徴について考究した‘.o 
禄初に、「源氏小鏡」の梗概化のあ
らましを、
本文の分最およ
ぴ和歌数という最的な比較によって見ていくことにす 。本文の分菰は、「源氏物語」（源氏物語大成校異篇）と「 競 双方を原稿用紙（一行二0文字）に直した際の行数
で、
和歌数は「源氏物
語」所収の和歌数
と「小鋭」に引かれている和歌
数とで比
較した。
まず本文の分是では、「小鏡」は「源氏物
栢」の約六・ニ％の
行数となり、
つまり
五十四帖を三帖分ほどにまとめたことになる。
次に和歌数では 「源氏物語」の七九五首の和歌のうち、
一六．
五％にあたる二ニ―首を引いている。
しかし、
本文の分正にして
も和歌数 しても、
全体が均等に縮小されているわけではない。
本文の分批を例にとると、「源氏物語」そのものが平均の二倍以
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上（若菜下など）、
また
は二分の一以下（箱火な
ど）
の巻を除い
ても、
やはり巻ごとに大きな差がある。そのうち、
本文の分量・
和歌数ともに割合の高くなっている巻を巻序に従って挙げてみると、
桐壺巻・タ顔巻・須磨巻・御法巻・幻巻などとなる。極端に
長い巻以外では、
どれも光源氏に大きな転機が訪れる巻であるこ
とは周知のとおりである。一方、
本文の分舟において王茎十帖が
五．
0％、宇治十帖が四 ニ％というように割合が低くなってい
る。
これは別伝と
して
の色合の濃いものよりも、
光源氏と紫の上
を中心とした物語に、
より重きが置かれていたためと思われる。
ところで
、「小鏡」に寄合の詞が戟せられ
ていることは、
先に
述ぺたとおりである。寄合の詞とは、
連歌における付合の契様と
なる語句であるが、「小鋭」では時にあらすじとしての役割を担うこともある
。次に、
この寄合の開のうち列挙されているものな
ど、
明らかなもののみの数を巻ごとに関ぺてみると
、三
匹0栢の
寄合の詞を見出すこと
ができた。
そのうち、
五九・一％の二01
話まで
が、
桐壺から明石という早い巻に集中しているのである。
中でも、
須磨巻
の三五語は一巻あたりの平均六・三詣を大きく上
回っており
桐壺巻・タ顔巻においても二0話以上の寄合の詞が
挙げられ いる。逆に、
寄合の詞の全く見られない巻も十巻あり、
そのなかに玉茎十帖と宇治十帖
がそれぞれ三巻
ずつ含まれている。
これら以外の巻についても、
本文の分砒や和歌数の割合が託い
ものほど、
寄合の詞も多くなる傾向にある。しかし御法巻と幻巻
とは、
分抵的には多かったにもか
かわらず、
寄合の開が極端に少
ない。御法巻では全く見ら
れ
ず、
幻巻でもわ かに二語を数える
のみ のである
。
この両
巻につい
ては
「小鏡」に、「此巻、
中
{s) 
（ことばもなし」（御法、
中•35オ） 「御法、
幻二の巻は、
い
づれもおもしろけ
れども、
取わきたる事なし」（幻、
中•39*）
という記述がある。
つまり寄合
の詞はないが、「おもしろ」いと
いう理由であらすじに多くの紙幅が費やされているのである。
こ
のあたりに、「小鏡」
の峯者の興味•OO心の一端
がうかが
えるよ
うに思われる。，次
に、「小鋭」の叙述の内容について見てみよう。「小鏡」では、
五十四帖の巻順にそれぞれのあらすじが述ぺられている。各巻は「この巻を00といふこと
．．．．．． 
」というような巻名の由来で始ま
り、
その後にそれ以外の部分のあらすじが述べられる。
なかには
朝顔巻や常夏巻のように、
巻名の説明に終始する巻さえみえる。
ちなみに、
採択された一三一首の和歌のうちの三三首はいわゆる
巻名歌であ
る。
つまり、
一般に巻名歌とされている和歌のほとん
どが採られていることになる。
このように「小鏡」が巻名を重視
する傾向にあるのは、
ひとつには「源氏物話」の巻名そのものが、
寄合の詞として述 に用いられたためと考えられる。連歌の付合に際して、
巻名にふさわしい話句を選ぶためには、
その由来をよ
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く知ってお
く必要があったのである。
ところで、
巻名とは本来そ
の巻の最も中心となる内容を、
冠も浩的に酋い表したものといえ
よう。換言すれ
ば、
究極の梗概が巻名なのであ
る。
したがって、
巻名の由来を説明するこ は、
同時にその巻の最も中心となる最
小限の
内容を説明することになる。
述歌に詠み込むために巻名の
説明を優先させた結果、「小鏡」の梗概
は、
非常に簡潔でありな
がら的を射たも
のとなっているようであ
る。
さて、「小鏡」のあら
すじを「源氏物語」の原
文と比べてみる
と、表現の相違のみならず、
原文にはない「小銃
J
独自の内容も
見られる。
つま
り、「小鏡」は「源氏物語」の言葉を機械的につ
なぎ合わせたのではなく、
作者自身の甘葉で再櫂成したものに
なっているの
である。さらに巻名の説明のほか、
語句や有戯故実
などに関する注釈も多く施されており
、梗
概世というより注釈書
に近い部分も見受け 。
そのためか、
例えば鍔の名称を漠詩
の題としたり（花宴、
上・
19オ）、
和歌の出所を取り違えたり
（花散里、
上・26ウ）するような、
明らかな誤りも少なくない。
．また「小鏡」では、
物語の流れが必ずしも守られていな
い。
そ
の一因はもちろん、
巻名の説明を優先させたことにある。
しかし、
巻名につい
ての説明の部分を除いてみ
ても、
依然として顛序の乱
れは存在する。
そればかりか、
別の巻の内容が入りこんでいる場
合さえある。内容の上
で深いつながりがあれば、
巻という枠組み
•よ
りも場面の連続を尊重した結果であろうか。
以上のように「小
鏡」の梗概は単なる要約ではなく、
作者に
よって再編成された
ものである。結采として時に誤謬も散見し、
順序の乱れも生じている。
しかしここ
で確認しておきたいの
は、
巻名や内容のまとまりなど、
物語の場面を重視する作者の態度で
ある。
「小鏡」が機械的な作業に
よって梗既化されたも
でない以上
は、
すべての内容が盛り込ま
れた
わけで
はな
く、
そこには当然切
り捨てられていった場面もあろ
う。
そこ
で、「源氏物語」を場面
に分けた上で、「小鏡」の場而取捨の様子を調ぺてみた
い。
なお、
場面と一口に首っても、
その定義や分け方はさまざまに考えられ
る。
ここではひとまず「新潮日本古典集成」本に従うこととした。
すなわち、「集成」で小見
出しを付けて区切っている小段茫を、
場面と見倣すのである。
もちろんその場面に長短の差はあるが、
「源氏物語」には全部で一七0八の場面があった。
そして、
その
うちの二五・ニ％にあたる四三一場面が「小鏡
J
に採られている
ko) 
ことが知られた。
それでは、「小鏡」は「源氏物語」
のど
のような場面を積極的
に採っていったのであろうか。
そこでまず、「源氏物語」のすべ
ての場面を主な内容によって、
便宜的に次のような一八の項目に
分類した。
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次に そ れ ら の 場 面 を 、
和 歌 • 寄 合 の 固 を 含 め て 、 「 小 鏡 」 が あ
⑨ 人物
⑩動静
⑪行来
⑫政治
らすじ に 取 り 入 れ て い る か ど う か を 巻 ご と に 調 ぺ た 。 そ の 結 果 を
⑮病・死
⑯論·談⑰首 動
⑱消 息
表にまとめておく。
各 項 の 下 段 は 「 源 氏 物 話 」 の 場 面 数 、
上 段 は 「 源 氏 小 鏡 」 の 場 面 数 で あ る 。
な お 「 源 氏物話」に、
そ
の 項 目 に 該 当 す る 場 面 の な い 場 合 は 空 襴 と し た 。
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次に、
項目別にこの表を見たときに「小鋭」の採択の割合の森
•
いも
のは、
顛
に、
⑧既物・・………•47.7%⑬儀式：
．．．．
．．．．．
． 41．9% 
⑮病・死・・・ …••39.6%⑭宴遊・・:
........ 
38.7% 
四
まず、
巻別にこの
表を概限してみよう。先の分伍的な比較で割
合の高かった巻のうち、
やはり桐壺・御法・幻の三巻は六割以上
という窃率で場面が採られており、
夕旗巻・明石巻も高率を示し
ている。中でも桐壺巻は一九場面のうち一六場面と、
ほとんどの
場面が網羅されている。
また幻巻は、
もともと少し趣の異なる巻
である。
そこでは、
紫の上に先立たれた
光源氏の悲しみが、
四季
折々の摂物に寄せた二六首の和歌に歌われ
ている。「小鏡」はそ
のうちの一四首を採択し、
和歌を中心としたあらすじになってい
る。
これ
に対して、
玉製十帖は一六•五％、
宇治十帖は一九・
八％と、
ここでもやはり全体の平均を下回る結果となった。
蛸蛉
巻に至っては、
六0場面のうちわずかに二場面を採るのみで、
ご
く限られた場而だけでそ
巻の説明を終わるものも
あることが知
られる。
しかし総じていえば、
巻々に応じた場面の取捨選択が行
なわれているようである。
となって
いる。
以下、
それぞれの特徴となっている場面を推げな
がら、
項目別に考察していきたい。
い＾景物Vについて＾俄物＞（建築物・情致・気象など）で
は、「源氏物語」の四
四場面のうち、
ニー場而を「小鋭」は採ってい
る。
それらの場而
を巻ごとに見たときに注目される巻
で、
特に紙幅の費やされてい
る場面を列洋してみよう。
〔須磨〕三月上巳の日、
源氏、
海浜に出て御放をし、
暴風雨に
(7) 
襲われる
〔蓬生〕常陸の宮邸の荒廃 さま〔少女〕六条院完成
四季の庭の情趣
〔幻〕
二月、
匂の宮と紅梅と
便宜的に景物と称しているが、
ここに挙げた楊而は、
それぞれ
の巻の中心的な話閣に欠かせない状況設定となっている。
③＾僅式＞について次に、
四三楊而のうち一八場面の
採られて
いる＾倣式＞（誕
生・元服・婚儀・賀など）について見ていく。
この項目に含ま
れ
る場而は、
主に登場人物の誕生と成長の過程を示すものである。
その採り方
倍式の事実について形式的に触れる程度となって
いる楊合が多い。
しかし、
儀式に関しての詳しい解説のあること
もあ
る。例えば、
桐壺巻の＾源氏の君の元服＞に関連しては、
で8)
「はつも
とゆひ」「濃きむらさき」という語句
について
の解説が
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•ある。
また、
葵巻の＾源氏、
三日の夜の餅を祝う＞場面では、
源
氏三箇の秘事にも数えられている「三
つが一っかに
てもあらむか
し」という件に、
詳しい説明がなされている。
③＾咲遊Vについて九
11]
楊面のうち三六場而を採っている＾宴遊V（音楽・宴・年
中行事など）の主な
場面としては、
〔紅莱賀〕朱雀院の行幸の試楽に源氏、
特悔波を摂う
〔花宴〕南殷の花の宴に、源氏、頭の中将、詩を作り、翔を舞う
．〔
梅枝〕森物競べ
．
〔若菜下〕明石の上琵琶、紫 上和琴、女御節の琴 女三の宮琴
が挙げられる。
いずれも、
光源氏の栄華ぶりを示す場而として有
名である。
これらについては、
その様子が具体的に詳しく描写さ
れているというのが特徴である。
④＾病•死＞について＾病・死＞（物怪•仏事・出家なと）では‘
10六場面のうち
四二場面が「小鋭
」
に採られている。
その主な場面を挙げてみよ
、r、
〔桐壺〕野分のタベ、
靱負の命婦の弔問
〔夕頻〕その夜、
ほ性の女が現れ、
夕頗は急死する
〔葵〕
葵の上、
出産近く、
いよいよ物の怪に苦しむ
〔御法〕紫の上、
源氏、
中宮と唱和ののち、
死す
「源氏物語」そのものにおいて、
登場人物の死の場面が巻々の
いわゆる「ヤマ場」とな
り、
また
その死をめぐって物語が展開す
ることは少なくない。
そこで、「源氏
物語
」を梗概化するにあ
たっても、死の楊而は欠くべからざるものであったろう。
このA病・死＞と性格を同じく
するものに、
A逢瀬＞（垣間
見・後朝・結婚など）があ
る。
これも、
三四・六％の高率で楊面
が採られてい
る。「源氏物語」の性質
を鑑みると、
逢
瀬の場面が
多く採られているというのは当然のことであ
る。
しかし、
単に数
が多い
というのみではない。
ここ
で特箪すぺき
は、
この項目には
寄合の詞が集中しているということであ
る。
三四0語挙げられて
いた のうち、
約二0％にあたる六四語がこの途瀬の楊而
から採られている。
寄合の詞が多いということは、
それだけ述歌
に詠まれる機会も多かったに述いない。
死や逢瀬などは、
時代を
超えて人々の胸に感動を与える主題であり、
場面として経貨に佑
するものであると
いえよう。
以上、
採択の割合の高い項目について見てき
たが、
それらの場
面の中に、「小競」での記述が非常に詳し ものがある。
それは
前掲の、
＾景物＞の〔少女〕六粂院の四季の庭の情趣＾宴遊Vの〔梅枝〕蕉物競ペ＾宴遊Vの〔若菜下〕六条院の女楽
である。
さらに、
先に挙げた項目以外のものでは、
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今度は、
採られることの少ない場面について見ていこう。採択
の割合が、平均の二分の一以下という低い項目には、
層悩・・・・・・・・:,．
5.8
%
五
A消息＞の〔玉茎〕年の暮、源氏、新春の晴箔を婦人たちに贈る＾人物Vの〔若菜下〕源氏、
女君たちを覗き見て花によそえる
がある。一例として、
少女巻の＾六条院の四季の庭の情趣Vから
一部を引用してみよう。
まづ南のひがしには、
むら
さきの上の御かた春のあけぽのを
しめ絵。春 くさ木ども数をつくし
てうへらる、。
さてこそ
春の御かたとも申けれ。束の町には、
花ちるさとと間えしは、
夏の御かたにて、
うの花さ
うぴくたにふぢつ、じなどうへた
まひたり。
是は南おもてなり。花ちる里によそへておもしろ
く、
•…・・
（少女、
中・
3
ウー4オ）
このように、
春夏秋冬の趣向を凝らした庭の情
景が、
そこに住
む女性との取合せととも
に、
事細かに説明されるのである。
たし
かに光源氏が六条に大邸宅を構
え、
四季ごとの庭を造営したこと
は、
主人公の繁栄ぶりを示す一大事といえる。
しかし、
その事実
だけを伝えるのに、
少女巻の五分の一もの分量を費やしてまで詳
細に述べる必要はなかろ
う。
これは、
物語のあらすじを述べると
いう点から見れば、
はなはだ奇異であると言わざるを得ない。
六
③幸福……
．．．．．． 
7．1% 
⑯論・駁
．．．．．．． 
n
．
8%
の三つがある。
このうち、
苦悩と幸福とはあまりにも抽象的で、
具体的な場面としては描きにくいことが低率の一因と考えられる。ところで、「源氏物語」には芸術な
どについての論が交わされる
場面が、
しばしば出てくる。絵合巻のオ芸論、
薄雲巻の春秋論、
玉茎巻の和歌論、
蛍巻の物甜論、
梅枝巻の仮名
論、
そして若菜下
巻の音楽論
などは有名である。しか
しこれら
の論について、「小
鏡」では一切触れられること
がない。
また、
帯木巻の雨夜の品定
めにおいても、
採られているのは、
・馬の頭の体験餃
K枯の女の話
・頭の中将の体験談
常夏の女の話
•藤式部 丞の体験談
女学者、
蒜食いの女の話
という
体験談ばかりで、
女性論は影をひそめている
。「小鏡」で
は論などという抽象的なものよりも、
実際に目に見える具体的な
場面の方が多く描かれているようである。
これらのことから、
い
わば絵になる場面の方を好んで採るという、
作者の姿勢をうかが
い知ることができるのではなかろうか。
「小鏡」でよく採られている場面は、
大きく三つに分かれるよ
うである。
ーつは、
物語の中心となる主姐に関わる場面である。
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これらの場面は、
梗概柑として当然必要と
されるはずのもので
、
「小鏡」の大部分 この場面から成る。先に挙げたA病・死＞ゃA逢瀬Vの場面は、
これに当たろう。
二つめは、
物語の主筋からは外れるが、
連歌師が心得ておかな
ければならない知識としての場面で、「
小鏡」ならではのもので
ある。
実は、
このことを端的に表現している言葉が、「小鋭」に
見ら
れ
る。
此ことこの巻にあれ
ばとて、
いせなどにつくべからず。桐つ
ぽのみかどいづれの巻に崩御なりけるやらんなど、
人のたづ
ねんにしらざらんはむげなれば書しなり。
（榊、
上・26オiウ）
この文章より前には、光源氏と六条御息所の野の宮での別れの
場面が趣深く描かれており、
その最後のとこ
ろに桐壺院の死につ
いて簡単に触れられてい
る。
そのすぐ後に続く文章
が、
これであ
、令この植の注意世きはこれ以外にも処々に見られ
、述
歌師とし
て必要な知識の伝授を意図したような、
場面の取り上げ方もなさ
れていることがうか える。、そし 三つめが、
前述の＾六条院の四季の庭の情趣Vなどの場
、面である。その
叙述は単なるあらすじとしては詳しすぎるため、
かえって話の流れをせきとめ、
解りにくくさえしている。
また、
述歌の知識を提供し いるにして
も、寄合の詞の列挙などに比ペ
て、
冗没で焦点がぽけている。それ
を、
敢えて長々と描いている
というのは、
作者自身の興味•関心に甚づく鑑賞がなさ
れている
場面 ことなのでは
なか
ろうか。
作者の典味•閲心という観点から、
いま一度「小鏡」を説み返
したとき、
梗概の所々で物話や出来事を批評している言葉—ー＇評
語ーーがあ
ることに気付く。「小鋭」
で用
いられている
評語は
「おもしろし」（前掲ゞ御法巻・幻
巻、
引用参照）「あはれなり」
「おもひやるぺ 「めで
たし」などさまざまである。
これらの
評語は、
例えば、
かくて日をへておもりて、
八月中ほどにかくれ給ふ
0
院の御
、
、
、、、、、
かた、
御心のうちおもひゃ ぺし。
（御法、
中•33ウ、
傍点筆者）
などと用いられて
いる。
その中には批評とい
うよりも、作者が思
わず感慨をもらしたようなものもあ
る。
このことからも、「小鋭」
の梗概の中に作者が述歌師として、
否一読者として「源氏
物語」
を鑑貸している姿が浮か
んで
くる。そして、
その作者の興味•関
心の示されているのが、
先程来問題としている「詳しすぎる」場
而であり、
また取るべき語句がないからといって巻名の由来のみ
では終わっていない御法巻・幻巻の梗概なのであ
る。
「源氏小鏡」には、・「源氏物
語」のあ
らすじを述ぺるほ
か、
連
歌寄合に象徴されるように、
連歌を詠むための知識を説くという
特別な要素が顕若であった。
しかしそれだけでなく、
作 者 が 「 源
氏物語」そのも
の を 鑑 賞 し て い る 部 分 も 見 出 だ せ
る。
その作者の
興味•関心は、
あ ら す じ と も 連 歌 の 知 識 と も 関 係 の 薄 い 箇 所 に も
かかわらず、
詳しく場面が描写されているところや、
評語などに
強く表れている。
それが、
連 歌 師 の み に と ど ま ら ず 、
一般の人々
をもその読者陪に加えて、
広く長く読まれた「小鏡」の魅力の所
以と思われるのである。
注(l)寺本直彦氏「源氏物語受容史論考」（風間布房、昭45.5)に詳
し い 。
(2)岩波古典文学大系「追歌論集・俳論集による。(3)「滉氏物栢注釈史の研究（桜楓社、昭55.11)に詳しい。(4)「小鋭」で異なる先Jに引いている場合は、
もとの巷に戻した。
(5)以下、『源氏小芭本文の引用は池田家文郎本によ
り、
上・中・
下 の 別 と そ の 丁 数 表 哀 を 付 し た 。 な お 、 句 説 点 ・ 濁 点 は 箪 者 。
( 6 ) 「 小 鋭 」 の 内 容 が ど の 場 面 の こ と な の か 限 定 し が た い 場 合 も 、 私
意 に よ り 内 容 の 近 い 場 面 に 当 て は め た 。 文 た 別 の 牲 の 内 容 が 入 り込 ん で い る 場 合 は 、
もとの場而に戻して数えた。
(7)以下、場面の説明は「新潮8本古典集成」本の小見出しによる。
．
( 8 ) 以 下 、
祠氏物包本文の引用は、「新潮B本古典集成」本による。
（付記）本租を杏くにあたって、エ腹進思郎先生のご指導を賜った。こ
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